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日
本
の
都
市
史
で
最
も
重
要
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
城
下

町
だ
。
そ
の
中
に
は
、
川
が
海
に
注
ぐ
あ
た
り
に
広
が

る
デ
ル
タ
に
立
地
し
、
水
の
脅
威
と
戦
い
な
が
ら
見
事

な
「
水
の
都
市
」
を
つ
く
り
上
げ
た
と
こ
ろ
が
多
い
。

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
る
惨
事
を
き
っ
か

け
に
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
水
辺
の
都
市
を
ど
う
守

り
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
生
活
環
境
を
つ
く
る
の
か
、
と

い
う
大
き
な
課
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
今
回
取
り
上
げ
る
高
知
も
、
土
地
が
低
い
た
め
強
烈

な
台
風
等
の
際
に
し
ば
し
ば
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
た
と
い

う
。
津
波
へ
の
備
え
を
も
含
め
、
河
口
の
海
に
近
い
土

地
に
い
か
に
魅
力
あ
る
水
の
都
市
を
再
生
す
る
か
、
今
、

熱
心
な
市
民
た
ち
が
そ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
始
め
て

い
る
。
坂
本
龍
馬
で
観
光
的
に
も
何
か
と
話
題
に
な
る

高
知
だ
が
、
都
市
風
景
そ
の
も
の
の
魅
力
を
〈
水
〉
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
描
く
こ
と
が
可
能
な
は
ず
だ
。

　
あ
る
年
齢
以
上
の
方
な
ら
誰
も
が
、
ペ
ギ
ー
葉
山
の

歌
っ
た
『
南
国
土
佐
を
後
に
し
て
』
を
懐
か
し
く
思
い

出
す
に
違
い
な
い
。
こ
の
歌
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
の
が
、

日
本
が
高
度
成
長
を
迎
え
る
直
前
の
一
九
五
九
年
。
そ

こ
に
登
場
す
る
土
佐
の
高
知
の
「
は
り
ま
や
橋
」
こ
そ
、

水
の
都
市
、
高
知
の
象
徴
的
存
在
だ
っ
た
。
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々
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郎

絵 太
平
洋
に
面
す
る
浦
戸
湾
の
奥
、

鏡
川
と
江
ノ
口
川
に
挟
ま
れ
た

水
の
都
市
と
し
て
発
展
し
た
高
知
市
。

公
害
の
惨
事
を
の
り
こ
え
、

水
を
活
か
し
た
都
市
づ
く
り
に

市
民
が
踏
み
出
し
て
い
る
。

公
害
を
克
服
し
て

水
の
都
の
再
生
へ

【
高
知
県
高
知
市
】

かつては死の川だった江ノ口川のほとりに残された倉庫群
が、リノベーションされアートゾーンとして蘇った。若い
アーティスト、クリエイターたちの発信基地であり、個性
的な美容室や土佐の食材を生かしたレストランもあって、
市民がお洒落に文化、アートを楽しめる素敵な場所となっ
た。水の都市の再生を象徴するプロジェクトだ。
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の
都
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そ
の
後
、
人
び
と
の
努
力
が
実
り
、
か
つ
て
の
美
し

い
浦
戸
湾
の
水
質
も
蘇
り
、
魚
が
戻
っ
て
、
今
で
は
水

を
活
か
し
た
都
市
づ
く
り
に
市
民
が
踏
み
出
し
て
い
る
。

私
も
こ
う
し
た
熱
心
な
市
民
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
講
演
に

招
か
れ
、
町
を
ご
案
内
い
た
だ
い
て
、
水
の
都
市
、
高

知
の
魅
力
に
「
は
ま
っ
た
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
城
下
町
の
東
に
聳
え
る
五
台
山
か
ら
の
眺
め
は
天
下

一
品
だ
。
高
知
の
幾
筋
か
の
川
が
流
れ
込
む
今
の
市
街

地
は
、
中
世
に
は
ま
だ
海
の
下
だ
っ
た
と
い
う
。
関
ヶ

原
の
戦
い
の
功
績
に
よ
り
徳
川
家
康
か
ら
土
佐
一
国
を

拝
領
し
た
山
内
一
豊
が
、
こ
の
地
を
城
下
町
と
す
べ
く
、

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）、
小
高
い
山
頂
に
城
を
築
き
、

鏡
川
、
江
ノ
口
川
を
整
備
し
て
、
そ
の
間
の
湿
地
帯
を

造
成
し
て
城
下
の
市
街
地
と
し
、
内
堀
、
外
堀
、
新
堀

川
を
巧
み
に
配
し
、
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
に
武

家
地
、
町
人
地
を
つ
く
っ
た
。
そ
し
て
、
五
台
山
の
展

望
台
か
ら
は
、
こ
う
し
た
す
べ
て
の
堀
、
川
が
合
流
し

南
に
向
か
っ
て
浦
戸
湾
に
流
れ
る
水
の
都
市
の
全
体
像

が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
の
だ
。
水
質
が
改
善
さ
れ
、

魚
が
た
く
さ
ん
戻
っ
た
こ
の
広
く
て
多
様
な
水
域
を

二
十
一
世
紀
の
価
値
観
で
活
か
せ
ば
、
高
知
の
未
来
は

明
る
い
は
ず
だ
。

　
残
念
な
の
は
、
町
の
中
央
部
を
南
北
に
流
れ
る
新
堀

川
に
お
い
て
、
延
々
と
続
く
石
垣
、
所
ど
こ
ろ
に
設
け

ら
れ
た
階
段
状
の
船
着
き
場
で
あ
る
雁
木
が
、
実
に
豊

か
な
表
情
を
与
え
て
い
る
の
に
、
つ
い
最
近
、
反
対
運

動
も
空
し
く
、
広
い
範
囲
に
道
路
の
蓋
が
さ
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
だ
。
ま
だ
残
っ
て
い
る
新
堀
川
の
石
垣
が

連
な
る
美
し
い
水
辺
を
見
る
と
、
歴
史
と
自
然
の
貴
重

な
資
産
を
目
の
当
た
り
に
で
き
る
だ
け
に
、
悔
い
が
残

る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
運
動
を
期
に
市
民
の
水
の
都
市

へ
の
思
い
が
高
ま
り
、
嬉
し
い
動
き
が
生
ま
れ
て
き
た
。

　
か
つ
て
は
死
の
川
だ
っ
た
江
ノ
口
川
に
架
か
る
一
文

橋
の
両
側
に
、
水
の
都
市
再
生
の
象
徴
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
恰
好
よ
く
実
現
し
て
い
る
の
だ
。
舟
運
が
活
発

だ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
水
辺
の
倉
庫
群
が
舞
台
で
あ
る
。

戦
後
間
も
な
く
、
地
域
一
帯
が
田
園
だ
っ
た
時
代
に
藁

製
品
の
備
蓄
販
売
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
倉
庫
で
、
ほ

と
ん
ど
使
わ
れ
ず
に
い
た
も
の
を
、
二
〇
〇
六
年
以
降

ま
ず
橋
の
西
エ
リ
ア
が
、
さ
ら
に
二
〇
一
一
年
に
東
エ

リ
ア
の
三
棟
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
十
二
月
二
十
三

日
、「
ア
ー
ト
ゾ
ー
ン
藁わ

ら

工こ
う

倉
庫
」
が
誕
生
し
た
。
若
い

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
の
発
信
基
地
で

あ
り
、
市
民
が
お
洒
落
に
文
化
、
ア
ー
ト
を
楽
し
め
る

素
敵
な
場
所
だ
。
個
性
的
な
美
容
室
や
地
元
食
材
を
生

か
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
る
。
倉
庫
群
の
迫
力
あ
る
佇

ま
い
が
現
代
的
に
見
事
に
演
出
さ
れ
、「
水
の
都
市
」
の

未
来
を
予
感
さ
せ
て
く
れ
る
。

ま
さ
に
中
心
で
、
今
も
最
も
繁
華
な
こ
の
界
隈
に
は
、

市
街
地
の
背
骨
に
あ
た
る
堀
川
が
流
れ
て
い
た
。
高
知

を
代
表
す
る
豪
商
の
播は

り

磨ま

屋や

と
櫃ひ

つ

屋や

が
、
互
い
の
本
店

が
堀
で
隔
て
ら
れ
て
い
た
の
で
、
両
者
の
往
来
の
た
め

に
架
け
ら
れ
た
私
設
の
橋
が
、
は
り
ま
や
橋
の
名
称
の

由
来
だ
と
い
う
。
だ
が
、
近
代
化
に
よ
る
街
路
整
備
で
、

堀
川
の
あ
る
部
分
は
目
抜
き
通
り
に
置
き
換
え
ら
れ
、

さ
ら
に
一
九
六
〇
年
代
、
市
街
地
河
川
の
水
質
汚
濁
が

顕
著
と
な
り
、
堀
川
は
ほ
ぼ
全
長
に
渡
っ
て
埋
め
立
て

ら
れ
る
運
命
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
歌
は
、
川
が
生

き
て
い
た
ぎ
り
ぎ
り
の
時
期
に
一
世
を
風
靡
し
た
こ
と

に
な
る
。
時
代
が
巡
っ
て
一
九
九
八
年
、
車
道
の
隣
に

歩
道
専
用
の
太
鼓
橋
と
し
て
新
し
い
は
り
ま
や
橋
が
設

け
ら
れ
、
橋
の
下
に
人
工
水
路
が
つ
く
ら
れ
た
と
は
い

え
、
水
の
都
市
の
わ
ず
か
な
記
憶
は
、
ど
こ
か
寂
し
い
。

　
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
実
は
高
知
は
、
水
俣
と

並
び
、
公
害
の
惨
状
を
体
験
し
た
都
市
な
の
だ
。
高
知

を
流
れ
る
江え

ノの

口く
ち

川が
わ

沿
い
の
市
街
地
に
、
戦
後
建
設
さ

れ
た
高
知
パ
ル
プ
が
二
〇
年
に
わ
た
り
廃
液
を
流
し
続

け
、
水
の
都
市
の
川
、
湾
の
全
体
に
甚
大
な
る
公
害
の

被
害
を
生
ん
だ
。
海
と
一
体
の
生
活
を
奪
わ
れ
た
漁
民
、

汚
染
で
生
命
を
脅
か
さ
れ
る
住
民
の
反
対
運
動
は
激
し

か
っ
た
。「
高
知
生
コ
ン
事
件
」
と
称
さ
れ
る
住
民
側
の

実
力
行
使
が
功
を
奏
し
て
、
一
九
七
一
年
、
つ
い
に
工

場
を
操
業
停
止
に
追
い
込
ん
だ
の
だ
。

公
害
を
克
服
し
、多
様
な
水
域
が
蘇
る

ア
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
誕
生

市街地の東、県立五台山公園の展望台から望む「水の都市」高知の市街地。
正面の西側から流れてくる鏡川と右の北側から流れてくる国分川が南側の浦戸湾に流れ込む。
江ノ口川は国分川に注ぐ川で、右側の市街地の中を流れている。

じ
ん
な
い
・
ひ
で
の
ぶ
◉
一
九
四
七
年
、
福
岡
県
生
れ
。
七
三
〜
七
五
年
、

イ
タ
リ
ア
政
府
給
費
留
学
生
と
し
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
建
築
大
学
に
留
学
。

七
六
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
ロ
ー
マ
・
セ
ン
タ
ー
に
留
学
。
帰
国
後
、
八
三
年
、

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
東
京
大
学
工
学
部
助

手
、
法
政
大
学
工
学
部
建
築
学
科
助
教
授
を
経
て
、
現
在
同
大
学
デ
ザ
イ
ン

工
学
部
教
授
。
建
築
史
家
。


